
 

 

１．科目名（単位

数） 
教育学概論（中等） （2単位） 

３．科目番号 
GELA1314 

EDTS1101 
２．授業担当教員 北林 敬 

４．授業形態 講義、ディスカッション ５．開講学期 春期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

本科目は教育という営みに深い関心を持ち、「教育とは何か」ということを考え始めている人に対し、教育

（学）の基本的な概念と基礎理論について概括することを通して、受講者一人ひとりが、教育（学）の観点
から今日の「子ども」を取り巻く環境の変化をふまえた「よりよい教育」のあり方を考える上で土台となる
教育の理念・歴史及び思想に関する基礎的知識の修得を目的とする。 

具体的には、人間の営みとしての教育の歴史において、どのような教育思想が、どのように現れてきたかに
ついて学ぶとともに、今日的な教育の理念や思想、理論の意義について、子ども・教育方法・学校教育等の
観点からとらえ直し、受講者同士の対話をとおして理解を深めて行く。 

８．学習目標 

本講義は、本科目の目的を達成するために、以下の目標を設定する。 
1.  教育に関する多様な考え方にふれることを通して、今日の教育的事象に関心をもつことができる。 
2. 「子どもの発見」以来の子ども観の変遷について理解した上で、「人間形成」という観点から教育につい

て考えることができる。 
3.  時代や社会の変化に応じて様々な教育思想や理論が生み出されてきたが、それらの今日的な意義につい

て理解を深め、「よりより教育とは何か」を考えることができる。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポ

ート課題 

予習課題や探求的な課題に積極的に取り組み、主体的、対話型の学習によって理解を確かにするとともに、

問題解決力を培うように努めること。 

1．ワークシート（ミニレポートを含み、各回の講義内容に沿った課題を提示する。） 

2．課題レポート「教育学概論を学ぶ意義について述べよ。」(1000字) 

3．期末課題 

10．教科書・参考

書・教材 

【教科書】 

田嶋一・中野新之祐・福田須美子・狩野浩二『やさしい教育原理[第３版]』有斐閣アルマ、2016。 

【参考書】 

勝野正章・庄井良信『問いからはじめる教育学』有斐閣、2015 年。 

11．成績評価の規準

と評定の方法 

○成績評価の規準 

1. 教育学の基本的概念・教育に関する歴史・思想を理解し、自分の言葉で説明できる力を身につけたか。 
（知識・理解） 

2. 教育理解に関する柔軟さ、教育実践に求められる態度・姿勢を身につけることができたか。 

（関心・意欲・態度） 
3. 教育学に関する基本的な理論を理解した上で、教育という営みを再考することができるようになり、ディ
スカッションや発表を通して自分の意見を伝える力を身につけることができたか。  （判断力・表現力） 

以上の観点をふまえ、下記の１〜３によって評価する。 
○評定の方法 
【授業への取り組み姿勢、授業内での課題提出、期末レポート等を総合して評価する。】 

1. 授業への取り組み姿勢（ディスカッションやグループワークへの積極的参加度） 総合点の３０％ 
2. 授業内での課題提出（小テスト・中間レポート等）              総合点の４０％ 
3. 期末課題                                    総合点の３０％ 

12．受講生への 

メッセージ 

1．授業中は私語を慎み、携帯電話の電源を切って参加すること。 

2．グループワークやグループ討議には積極的に参加すること。 

3．授業中に分からなかったことや疑問点は後に残さずに授業後に質問すること。 

4．レポートや課題（ワークシート等）の提出期限を守ること。 

5．正当な理由のない遅刻、早退、欠席はしないこと。 

13．オフィスアワー 初回講義で連絡する。 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 
オリエンテーション‐教育学を学ぶ意義について‐ 
教育とは何か（第 1章）① 

事前学習 
教科書「はじめに」（pp.ⅰ～ⅵ）・目次他（pp.
ⅶ～ⅹⅷ）第１章１（pp.１～13）を読んでお
く。 

事後学習 
教育学を学ぶ意義について自分なりに考え
をまとめておく。 

第２回 教育とは何か（第１章）② 

事前学習 
教科書「第１章」２・３．４（pp.13～42）を
読み、分からない部分をチェックしておく。 

事後学習 
授業内容やグループ討議で話し合ったこと
をワークシートにまとめ、分からなかったと
ころがあれば教員に質問する。 

第３回 学校とは何か（１）（第２章） 

事前学習 
教科書「第２章」（pp.43～59）を読み、分か
らない部分をチェックしておく。 

事後学習 
授業内容やグループ討議で話し合ったこと
をワークシートにまとめ、分からなかったと
ころがあれば教員に質問する。 

第４回 学校とは何か（２）（第３章）① 

事前学習 
教科書「第３章」１・２（pp.61～79）を読み、
分からない部分をチェックしておく。 

事後学習 
授業内容やグループ討議で話し合ったこと
をワークシートにまとめ、分からなかったと
ころがあれば教員に質問する。 

第５回 学校とは何か（２）（第３章）② 
事前学習 

教科書「第３章」３（pp.79～89）を読み、分
からない部分をチェックしておく。 

事後学習 授業内容やグループ討議で話し合ったこと



 

 

をワークシートにまとめ、分からなかったと
ころがあれば教員に質問する。 

第６回 こころとからだを育てる（第４章）① 

事前学習 
教科書「第４章」１・２・３（pp.91～107）
を読み、分からない部分をチェックしてお
く。 

事後学習 
授業内容やグループ討議で話し合ったこと
をワークシートにまとめ、分からなかったと
ころがあれば教員に質問する。 

第７回 こころとからだを育てる（第４章）② 

事前学習 
教科書「第４章」４・５（pp.107～122）を読
み、分からない部分をチェックしておく。 

事後学習 
授業内容やグループ討議で話し合ったこと
をワークシートにまとめ、分からなかったと
ころがあれば教員に質問する。 

第８回 よりよく学ばせ、教えるために（第５章） 

事前学習 
教科書「第５章」（pp.123～138）を読み、分
からない部分をチェックしておく。 

事後学習 
授業内容やグループ討議で話し合ったこと
をワークシートにまとめ、分からなかったと
ころがあれば教員に質問する。 

第９回 教育評価とは何か（第６章） 

事前学習 
教科書「第 6章」（pp.139～156）を読み、分
からない部分をチェックしておく。 

事後学習 
授業内容やグループ討議で話し合ったこと
をワークシートにまとめ、分からなかったと
ころがあれば教員に質問する。 

第１０回 授業の可能性・学校の可能性（第７章） 

事前学習 
教科書「第 7章」（pp.157～181）を読み、分
からない部分をチェックしておく。 

事後学習 
授業内容やグループ討議で話し合ったこと
をワークシートにまとめ、分からなかったと
ころがあれば教員に質問する。 

第１１回 教師の仕事（第８章） 

事前学習 
教科書「第８章」（pp.183～208）を読み、分
からない部分をチェックしておく。 

事後学習 
授業内容やグループ討議で話し合ったこと
をワークシートにまとめ、分からなかったと
ころがあれば教員に質問する。 

第１２回 青年期と教育（第９章） 

事前学習 
教科書「第９章」（pp.209～226）を読み、分
からない部分をチェックしておく。 

事後学習 
授業内容やグループ討議で話し合ったこと
をワークシートにまとめ、分からなかったと
ころがあれば教員に質問する。 

第１３回 社会教育と生涯学習（第１０章） 

事前学習 
教科書「第１０章」（pp.227～242）を読み、
分からない部分をチェックしておく。 

事後学習 
授業内容やグループ討議で話し合ったこと
をワークシートにまとめ、分からなかったと
ころがあれば教員に質問する。 

第１４回 教育への権利と「子どもの権利条約」（第１１章） 

事前学習 
教科書「第１１章」（pp.243～257）を読み、
分からない部分をチェックしておく。 

事後学習 
授業内容やグループ討議で話し合ったこと
をワークシートにまとめ、分からなかったと
ころがあれば教員に質問する。 

第１５回 よりよい教育を求めて（第１２章） 

事前学習 
教科書「第１２章」（pp.259～281）を読み、
分からない部分をチェックしておく。 

事後学習 
授業内容やグループ討議で話し合ったこと
をワークシートにまとめ、分からなかったと
ころがあれば教員に質問する。 

 


